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活動報告

無意識のバイアスのコーナー開設
―男女共同参画学協会連絡会の取り組み―

裏出令子　　京都大学名誉教授、京都大学  複合原子力科学研究所  特任教授
平田典子　　日本大学  理工学部  教授
大坪久子　　元日本大学  薬学部・薬学研究所  上席研究員

1.	はじめに

男女共同参画学協会連絡会（以下連絡会）は
115（2021 年 11 月現在）の科学技術系学協会が
加盟している一般社団法人で、日本の科学技術分
野において女性と男性がともに個性と能力を発揮
できる環境づくりとネットワーク作りのために活
動している。これまでに、内閣府や文部科学省へ
の提言・要望、アンケート、調査、男女共同参画
をテーマに据えたシンポジウム、女子中高生の理
系進路選択支援等さまざまな活動を行ってきた
が、活動の一つとして 2020 年 12 月に連絡会のウ
エブサイトに『無意識のバイアスのコーナー』を
開設した。

本コーナーは、科学技術分野への女性の参画の大
きな障害となっている「無意識のバイアス」につい
ての啓発を目的としている。個人だけでなくアカデ
ミアなどの組織での講習会や研修にもツールとして
利用できるリーフレットとビデオ及び資料情報（ラ
イブラリー）を掲載している。本稿では、女性の参
画を妨げる無意識のバイアスの概念および連絡会が
無意識のバイアスコーナーを開設するに至った背景
と経緯について解説したのち、無意識のバイアス
コーナーの内容を紹介させていただく。

2.	女性の参画を妨げる無意識のバイアス

日本でも、最近漸く「無意識のバイアス（思い
込み）」という言葉がインターネット上や公的文
書などでも散見されるようになってきた。しかし、
我々の潜在意識の中に潜むバイアスの正体と、そ
れがどれほど女性の社会的進出を妨げているかと
いうことは、一般にはほとんど認知されていない。

「無意識のバイアス」は、2002 年にノーベル経
済学賞を受賞した行動経済学者ダニエル・カーネ
マンによって提唱された概念で、誰もが潜在的に
もっている偏見、知らないうちに脳に刻まれた固
定観念である１）。対象は、ジェンダー・人種・宗
教・民族・経験値など、色々とあるが、ものごと
を判断する際に安易で便利なショートカットとし
て働く。カーネマンの説では、ヒトの脳の中には
システム１（無意識的モード）とシステム２（意
識的モード）のふたつの思考モードが存在し、外
から受信する情報の大部分（99.9999%）はシス
テム１で処理される。システム１は直感的、感情
的、無意識的で、「経験則」に大きく依存し、意
思決定の速度は大変速く瞬時に行われる。例えば
狩の途中で遠方に肉食獣を見たら厳密に判定する
前に逃げるといった、とっさの危険の回避に機能
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するモードである。しかし、単純で一貫性を求め
るために無意識のバイアスに影響され、往々にし
て間違いを犯すことになる。特に、採用や昇進な
どの人事の過程で女性やマイノリティに不利に働
きがちである。

ア メ リ カ 科 学 振 興 協 会（AAAS） の Chief 
Operating Officer で あ っ た Celeste Rohlfing は、
よく見られる “ 女性の参画を妨げる無意識のバイ
アス ” として「ステレオタイプ・スレット」、「属
性に基づく無意識のバイアス」、「マイクロアグ
レッション」、「メリトクラシー」、「インポスター
症候群」を挙げている２）。女性の参画を推進する
ためには、これらの影響を最小限に抑える工夫を
することが必要である。

3.	背景

（１）‌�米国における女性研究者支援と無意識のバ
イアス

科学技術分野での女性の活躍を推進するため
には、無意識のバイアスを意識して克服するこ
とが必須である。このことは、米国国立科学財
団 （NSF） による女性とマイノリティ研究者支援
の歴史的事実に端的に見ることができる。米国で
は 1980 年に “ 科学技術機会均等法（Science and 
Engineering Equal Opportunity Act）”が制定され、
NSF による女性とマイノリテイ研究者の支援が開
始された。最初の 20 年間では、“ 理工系女性研究
者のための Visiting Professorship グラント ”、“ 女
性研究者のキャリア推進のためのグラント”等々、
個人を対象とした試みがなされた。しかし、この
20 年間の支援策では期待したほどには成果は挙
がらず、人材育成のパイプラインからの「漏れ」

に対する手当だけでは女性研究者の割合は増えな
いことが明白になった。すなわち、その背景には
隠れた大きな問題（上述のように、女性の参画に
対する無意識のバイアス）が横たわっていること
が明らかとなった。

時を同じくして、2000 年前後に複数の科学者
により無意識のバイアスに関する重要な研究、調
査、出版が相次いでなされた３- ８）。これらによっ
て無意識のバイアスの認識と克服が人の能力発揮
に大きな影響を与えることがデータに基づいて指
摘され、これが、「パイプラインからの水漏れの
修復だけでは女性研究者の能力発揮には不十分」
と気付いていた米国の女性研究者と NSF の官僚
に、戦略上の大きな拠り所を与えた。2001年以降、
NSF の戦略は個人支援中心から無意識のバイアス
の影響を排除するための組織改革を促す女性研究
者支援事業（ADVANCE プログラム）注（１）に切り
替えられた。その方針変換が功を奏し、2001 年
以降は主だった理系分野（数学、物理化学、工学、
生命科学）で女性割合が上昇を続けている（図－
１A）９）。

（２）日本の現状
一方、日本の科学技術分野への女性の参画は

現在も目を覆うばかりの状況で、研究者に占め
る女性の割合は先進国の中でも最低レベルであ
る（16.9％）10）。日本の国立大学の理学・工学・
農学分野の研究者に占める女性割合は、20 年前
の米国の女性割合をすら下まわっている（図－１
B）。日本での科学技術分野における男女共同参
画への取り組みは、1999 年６月の「男女共同参
画社会基本法」の公布・施行に始まる。内閣府男
女共同参画推進本部主催による “ 男女共同参画社
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会づくりに向けての全国会議 ”（2000 年６月）に
おいて、シンポジウム “ 科学の進捗と男女共同参
画 ” が開催され、2000 年 12 月には “ 男女共同参画
基本計画 ” が閣議決定された。また、日本学術会
議においても “ 女性科学者の環境改善の具体的措
置について ” の要望と “ 日本学術会議における男
女共同参画の推進について”の声明が採択された。

こうした中で、2002 年に応用物理学会、日本
化学会、日本物理学会が中心となって 12 学協会
により連絡会が発足し、“ 日本の科学技術分野に
おいて女性と男性がともに個性と能力を発揮でき
る環境づくりとネットワーク作り ” の理念のもと
に活動を開始した。発足当初から、連絡会の最も
重要な活動の一つは内閣府、文部科学省への提
言・要望活動である。2005 年から科学技術基本
計画（第６期からは科学技術・イノベーション基
本計画）の計画素案策定の段階で、男女共同参画
の推進と加速を促すための数値目標や文言の盛り

込みを要望してきた11）。また、
女性研究者を支援するための
様々な事業の推進や配慮措置
も要望してきた。このような
連絡会の活動により、第３期
～第５期科学技術基本計画に
は新規採用者における女性割
合の数値目標が記載され、第
６期科学技術・イノベーショ
ン基本計画では、分野別の新
規採用女性研究者割合に加え
て、大学教員のうち教授等に
占める女性割合の数値目標も
盛り込まれた。また、内閣府、
文部科学省、日本学術振興会

及び科学技術振興機構（JST）のさまざまな女性
研究者支援策に学協会の提言・要望の内容の一部
が反映されるという成果も挙げてきた。

しかし、現場に目を向けてみると、ここ 20 年
間の研究者に占める女性の割合は少しずつ上昇し
てきてはいるものの、極めて緩慢なスピードの上
昇で、第３期～第５期科学技術基本計画に記載さ
れた数値目標からは程遠い低い女性割合に留まっ
ている。このような日本の現状は、2000 年当時
の米国の状況と酷似しており、日本でも無意識の
バイアスが女性研究者の重い足枷になっているこ
とが考えられる。これは、連絡会がこれまでに
行ってきたアンケートや調査の結果からも読み取
れる。連絡会では科学技術系専門職の男女共同参
画の実態を明らかにし、数値に立脚した客観的な
エビデンスをもって提言・要望を行うために、連
絡会の加盟学協会の会員を対象とした大規模アン
ケートをこれまでに５回（2003 年 , 2007 年 , 2012

図－ 1　米国と日本における研究者の分野別女性割合
A, 出典：Table S3-14 from Science & Engineering Indicators, NSB-2019-8. 原図：
Machi Dilworth 氏作成、許可を得て改変．
B, 国立大学における男女共同参画推進の実施に関する第 16 回追跡調査報告書

（2020） 図 II-3-2 より抜粋．
出典：連絡会ウエブサイト「無意識のバイアスコーナー」資料：SEE BIAS and 
BLOCK BIAS Part I：5 ページを改変
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年 , 2016 年 , 2021 年（解析中））実施してきた 12）。
このアンケートの解析結果からも、女性研究者や
技術者が直面しているキャリア形成を阻む様々な
障壁や意識が、2003 年からほとんど変化してい
ないことが明らかとなり、その根底には根強い無
意識のバイアスの存在が窺われた 13）。同アンケー
トの自由記述回答欄には、無意識のバイアスから
生じると考えられる、女性が直面するさまざまな
意識の壁に関する意見が多数回答されていた。科
学技術分野で女性研究者が男性研究者と同等に活
躍できる社会を実現することは、無意識のバイア
スの克服なしには不可能であることが明白であ
る。

4.	無意識のバイアスコーナー開設への経緯

無意識のバイアスコーナーの設置は、連絡会の
活動に発足当初から関わってきた大坪の発案と主
導によるところが大きい。2008 年２月に大坪は
ADVANCE プログラムについての教えを乞うため
に、当時米国大使館内にあった NSF 日本出張所の
所長であった Machi Dilworth 氏を訪問した。そ
れがきっかけとなり、2009 年２月に NSF と北海
道大学が企画した国際ワークショップに参加し、
NSF や ADVANCE 関連の米国の大学教員と情報交
換をする機会を持った。その時に、当時日本では
ほとんど知られていなかった無意識のバイアス

（Unconscious Bias）という言葉に出会った。同
年秋には、北大のワークショップで知り合ったコ
ロラド大学 Patricia Rankin 教授の大学院の講義を
ウエブで聴講し、無意識のバイアスの存在と影響
について多数の研究事例があることを学んだ。こ
れにより、日本の科学技術分野で女性が男性と同

様にキャリア―を積みリーダーとなれる環境を整
えていくためには無意識のバイアスの克服が必須
であり、連絡会の活動のひとつとして無意識のバ
イアスの啓発が重要であると考えた。

2015 年 秋 に Machi Dilworth 氏 が 沖 縄 科 学 技
術大学院大学（OIST）の副学長に就任し、OIST
の Gender Equality Division の ツ ー ル の 作 成
を 企 画 し た 14）。 大 坪 は そ の 作 成 を 担 当 し、U. 
Washington と UCSF に出向いて情報収集を行っ
た。2016 年の連絡会のシンポジウム（第 14 回男
女共同参画シンポジウム）で Machi Dilworth 氏
が OIST のツールにさらに新しい情報を加えた内
容を講演し、この講演録をもとに 2017 年に連絡
会の “ 無意識のバイアスリーフレット ” が誕生し
た。さらに、大坪が無意識のバイアスを解説する
DVD “SEE BIAS and BLOCK BIAS” を作成し、2020
年 12 月にウエブサイト無意識のバイアスのコー
ナーを開設して、これらを公開した 15）。

5.	無意識のバイアスのコーナーの内容紹介

（１）無意識のバイアスリーフレット   
リーフレットは、大坪が Patricia Rankin 教授

の 講 義 録、 書 籍 [National Academy of Sciences 
National Academy of Engineering and Institute 
of Medicine, 2006]、 及 び U. Wisconsin-Madison
校のガイドブック “Searching for Excellence”16）等
を参考にして集めた多数の論文をもとに、Machi 
Dilworth氏からの情報も加えて作成したものであ
る。リーフレットは以下の項目で構成され、無意
識のバイアスとはなにかを具体例を挙げながら簡
潔に解説した内容となっている 17）。
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【リーフレットの項目】
・‌�「無意識のバイアス -Unconscious Bias-」は比

較的新しい概念
・‌�「無意識のバイアス」にはどのようなカテゴ

リーがあるのでしょうか？
　　その１．ステレオタイプスレット
　　その２．‌�属性に基づく無意識のバイアス：

身内意識とよそ者意識
　　その３．‌�マイクロアグレッション（些細な

侮辱）
・‌�「無意識のバイアス」の具体例
　　　例１：‌�アメリカのオーケストラ団員採用

にブラインド（目隠し）・オーディ
ション

　　　例２：‌�エミリーやグレッグの方がラキー
シャやジャーマルよりも雇用の機
会がはるかに高い！？

　　　例３：‌�Motherhood penalty?（母親であ
るゆえのペナルティー？）

　　　例４：‌�研究室の事務補佐を選ぶ時も無意
識のバイアスが ..．

　　　例５：‌�選ぶ側に女性がいなければ、女性
が選ばれにくい

　　　例６：‌�教授の推薦状には男女で違いがあ
る！？

　　　例７：‌�学会賞受賞者割合にもバイアス
が！

・「無意識のバイアス」の影響が出やすい状況
・あなたの「無意識のバイアス度」測定法
・「無意識のバイアス」を克服するために
このリーフレットは大学や学会で好評を博し、

内閣府や JST の会議でも配布された。また、U. 
Washington の ADVANCE Center for Institutional 

Change に お け る ツ ー ル 共 有 サ イ ト （LEAD-IT-
YOURSELF） より、５つ星の評価をもらった。

（２）SEE BIAS and BLOCK BIAS（DVD と資料）
SEE BIAS and BLOCK BIAS の ペ ー ジ に は リ ー

フレットの内容を元に作成した音声解説付きの
DVD と DVD のスライドと解説を pdf 化した資料
が掲載されており、オンラインで DVD を視聴で
きる（図－２）。また、資料 pdf もダウンロード
できる。リーフレットには記載されなかった事例
や、より詳細な説明が盛り込まれており、タイト
ルからもわかるように “ 無意識のバイアスとは何
か？、人の行動にどのように影響するのか？（SEE 
BIAS）” の解説から、さらに “ 無意識のバイアス
をブロックするための好事例（BLOCK BIAS）” に
まで踏み込んだ内容となっている。アカデミア等
の組織で研修等にそのまま、あるいは研修目的に
合わせて編集して使ってもらうことを想定してい
る。そのため、テーマ別に３部構成となっている。
以下に簡単に各 Part の内容を紹介する 18）。

【Part I】無意識のバイアス－ Unconscious Bias －
を知っていますか？―選ぶ側にもバイアスがある
―（視聴所要時間 43 分 30 秒）

無意識のバイアスとは何かから説き起こし、女
性の参画の障害となる選ぶ側に見られるバイアス
の種類と影響を教育、採用や昇格などの具体的な
事例を引いて解説している。



無意識のバイアスのコーナー開設―男女共同参画学協会連絡会の取り組み― 087

【Part II】無意識のバイアスを知っていますか？―
選ばれる側にもバイアスはある―（視聴所要時間
26 分）

リーフレットにはなかった選ばれる側である女
性に内在する無意識のバイアスを、解説してい
る。女性の内在性のバイアスによる自分に対する
過小評価は、キャリア形成への消極性となって顕
在化し、女性の参画を妨げる大きな障害のひとつ
となっている（図－３）。このような自分の能力
に対する過小評価や適性への疑念は、文化的な無
意識のバイアスである「望まれる組織のリー
ダー像」と「望ましい女性像」の特性が相
矛盾することからも生じてきていることが
解説されている。

【Part III】無意識のバイアスをブロックしよ
う（視聴所要時間 29 分）

Part I と Part II で示された選ぶ側と選ばれ
る側の無意識のバイアスを克服するための
方法が、特に人事に焦点を合わせて解説さ
れている。多様な人材を確保していくため
に必要な人事選考担当者の意識改革や人事

方法を具体的な成功事例から
説明しており、組織の執行部
向けの内容となっている。

2021 年１月の３部作公開
以 来、DVD や 資 料 の オ ン ラ
イン利用及び資料の図表の引
用依頼が複数の大学及び学協
会からあり、対応した。例え
ば、東北大学の男女共同参画
推進センターが発行したリー
フレット「ダイバーシティを

基盤とする研究力強化」の中には、資料の中の図
が引用されている 19）。

（３）ライブラリー
“ 無意識のバイアスリーフレット ” 及び “SEE 

BIAS and BLOCK BIAS” には、多数の書籍、研究論
文、ウエブ等から得た情報が集約され引用されて
いる。ここで紹介された研究や事例、また無意識
のバイアス全般についてより広く深く知りたい人
向けに関連する資料のリスト（大部分は URL 付

図－２　ウエブサイトの SEE BIAS and BLOCK BIAS のページ

図－３　女性研究者のキャリア形成への消極性
「第１回＆第３回男女共同参画学協会連絡会大規模アンケー

ト報告書」（男女共同参画学協会連絡会、2003 年＆ 2012 年）
に基づき作成．出典：連絡会ウエブサイト「無意識のバイア
スコーナー」資料：SEE BIAS and BLOCK BIAS Part II：15 ペー
ジを改変
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き）を作成し、ライブラリーとして掲載した。リ
ストは、書籍、研究論文、ADVANCE プログラム
関連発行物と URL、海外のその他の重要な発行物
と URL、日本の女性研究者支援事業関連発行物と
URL、リーフレット・パンフレット、COVID-19
関連資料、その他にカテゴライズされており、多
岐にわたる 20）。

6.	おわりに

米国の著名な生化学者である Joan Steitz 教授
（Yale University）は、「女性の科学分野への進出

がはばまれているのは能力がないからではなく、
むしろ、『何気ない偏見』と『時代遅れの大学・
研究機関の構造』の所為である。理工系のどの分
野でも、女性は差別に直面している。女性も男性
も無意識のバイアスを持っているという証拠は枚
挙にいとまがない。」と語っている注（２）。無意識
のバイアスが発見され、男女共同参画で日本より
もはるかに先を行く米国においてすら文化や慣
習・慣例・慣行の中に組み込まれたバイアスは認
識されにくく、状況の改善は難しい。組織のトッ
プがこれを理解し、積極的に取り組んでいかなけ
れば男女共同参画は遅々として進まないであろ
う。連絡会が作成した無意識のバイアスのコー
ナーのリーフレットや DVD は、大学等の研修等
で活用していただき、構成員（特に執行部や人事
担当者）の無意識のバイアスへの理解を深めてい
ただくことを目的としている。ささやかなツール
ではあるが、男女共同参画推進の一助となること
を願っている。

【注】
（１）‌�ADVANCE は “Increasing the Participation and 

Advancement of Women in Academic Science and 
Engineering Careers” の 略 称 で あ り、2001 年 に
スタートした NSF のプログラムである。目的は
女性研究者やマイノリティ研究者を可視化し、公
正な登用を可能にする大学改革を進めることにあ
り、事業の内容はシステム改革、制度改革、意
識改革、そしてワークライフバランスが中心課
題である。プログラムは大きく分けて （１） IT 

（Institutional Transformation, 機関システム改革
戦略開発型）、 （２） Adaptation （適用型、 改良型）、 

（３）  Partnership（機関連携型）の三つの流れ
にまとめられる。（nsf0941 ADVANCE Program 
Brochure | NSF - National Science Foundation）

（２）‌�“Beyond Bias and Barriers: Current Prospects for 
Women in Science” 2012 年１月20日、カリフォ
ルニア工科大学
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